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補正予算地域活動とコラボ

　表紙写真は、11月18日
に「県立米原高等学校生
徒会」の皆さんと議会で実
施した「わたしが住みたい
まちは、こんなまちだ！
ワークショップ」です。
　この取り組みは、高校生
の皆さんと議員が一緒に
なって、「まちをより良くす
るためには何ができるの
かを考える」ことを目的に、
9月から実施しています。
　生徒会長の大橋來眞さ
んは、「米原市をより良くし
ていく活動に携われて嬉
しい。今後も発展的な取り
組みに加わっていきたい」
と話しておられました。議
員も真摯な姿勢と斬新な
発想から貴重な広聴の機
会をいただいています。
　２月11日（土）には、米
原市役所本庁舎の議場で
成果報告会を予定してい
ます。　

未来を信じ
、未来に臨

む

　
米
原
駅
東
口
駅
前
開
発
関
連
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
１
５
０
０
万
円

　
公
共
施
設
等
光
熱
費
等
増
額

　
　
　
　
　
　
　
約
３
６
０
０
万
円

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
退
室
管
理
等

　
　
　
　
　
　
　
　
約
７
１
０
万
円

正
副
議
長
選
挙
の
結
果
ご
報
告

議　
長　
　
今
中 

力
松

副
議
長　
　
山
本 

克
巳

（
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
は
、２
ペ
ー
ジ
へ
）

　　

（
詳
し
く
は
、７
ペ
ー
ジ
へ
）

　　

米原高等学校生徒会の皆さんと議員によるワークショップ
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踏
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携
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。

　
市
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皆
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迎
え
の
こ
と
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。

　
さ
て
、
当
議
会
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お
き
ま
し
て
は
、
「
米
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づ
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会
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を
進
め
て
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市
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Ｃ
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。

　
本
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ち
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に
取
り
組
む
所
存
で
す
。
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ら
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。
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。
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。
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健
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か
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迎
え
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こ
と
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喜
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す
。
ま
た
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会
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営
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の
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か
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援
と
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協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
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上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、
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末
に
一
年
の
世
相
を
漢
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で
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漢
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で
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。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
の｢

戦
い｣

は
、

は
や
３
年
が
経
過
し
、
２
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。
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半
導
体
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皆
さ
ま
は
不
安
を
感
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い
一
年

だ
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た
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で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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縁
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。
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忙しいあなたへ

ほぼ２分でわかる！
11月臨時会ハイライト
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齢
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追
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議決結果一覧　
●第３回臨時会　賛否が分かれた案件 議案審査を付託された委員会　

【予算】予算常任委員会 
※賛成者は「〇」反対者は「×」 なお、議長は採決に加わりません。
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米原市一般会計補正予算（第8号）



市議会だより   ４

1

ほぼ５分でわかる！
ハイライト

“我がまちのために！”私は執行部に
ここが聞きたい 一般質問

一
般
質
問

録
画
配
信
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４
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双
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双
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５
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①
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⑦

⑧
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⑩
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入
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付
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５   市議会だより

忙しいあなたへ

ほぼ５分
12月定例会

柏
原
福
祉
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セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
無
償
で
10
年
間
、

（
福
）
米
原
市
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会
福
祉
協
議
会
に
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し
付
け
る
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案
を
総
員
賛
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で 　
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人
事
院
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市
職
員
の
給
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に
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い
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若
年
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給
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月
額
を
平
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０
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３
％
上
げ
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な
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の
議
案
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総
員
賛
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議会が した主な補正予算
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調
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１
５
０
０
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◀

　
　
　
附
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決
議
（
議
会
と
し
て
意
見
を
つ
け
る
）
を

　
　
　
　
事
業
手
法
の
改
善
、
県
と
の
連
携
、
市
長
の
主
体
性
と
覚
悟
を
強
く
求
め
る 

◀

◎
光
熱
費
高
騰
に
よ
り
各
施
設
の
経
費
を
増
額 

◀

　
　
給
食
セ
ン
タ
ー 

約
１
千
万
円
、
学
び
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

約
９
７
０
万
円
、
小
中
学
校 

約
８
２
０
万
円

　
　
山
東
支
所
・
市
民
自
治
セ
ン
タ
ー 

５
９
０
万
円
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ 

２
３
０
万
円

◎
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
退
室
管
理
シ
ス
テ
ム
等
導
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経
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約
７
１
０
万
円 

◀  

◎
顔
戸
南
交
差
点
改
良
工
事
の
実
施
に
伴
う
経
費
増
額　
約
３
５
０
０
万
円

イ
ン
ボ
イ
ス
の
実
施
延
期
を
求
め
る
意
見
書
の
政
府
へ
の
送
付
を
求
め
る
請
願
を
採
択
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臣
等
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意
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出
す
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い
て
賛
成
多
数
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◀

￥

P12P11
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P12
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P１１

学
校
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食
無
償
化
・
軽
減
の
財
政
支
援
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
を
採
択

　
　

文
部
科
学
大
臣
等
へ
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
つ
い
て
賛
成
多
数
で
　
　
　
◀
P１2



市議会だより   ６

1. 討論の対象議案

2. 委員会の採決

3. 本会議の討論

賛成者と反対者の一覧はP３　▶▶▶

○議案第71号　令和４年度米原市一般会計補正予算（第８号）

予算常任委員会で議案第71号を原案のとおり可決することについて

賛成 13人 ×  反対 2人 賛成多数で可決

4. 本会議の採決
議案第71号を原案のとおり可決することについて

賛成 13人 ×  反対 ２人 賛成多数で可決

　次の２点の事業実施のための補正予算。①キャッシュレス決済、マイナンバーカー
ド普及促進のため、同カードを取得している市民に１万円相当のポイントを付与する
事業。②物価高騰に伴う障がい者（重度）、高齢者（75歳以上）の生活支援として
5000円の商品券をお届けする事業。

議案第71号に対する討論

賛 成 反 対
山口　久志　議員 藤田　正雄　議員

　今回の補正予算の内容は、
キャッシュレス決済の推進、
マイナンバーカードの普及促
進を目的として、カード取得
者へ市独自のポイントを付与
する事業と、重度障がい者お
よび７５歳以上の高齢者へ物
価高騰に伴う生活支援として
商品券を支給する事業を行う
というものである。
　市民への懇切丁寧な説明が
なされることを強く要望しつ
つ、円安、エネルギー不安、
ロシアによるウクライナ侵攻
問題等による物価高騰に対し、
市民への一助となる施策であ
ると理解できるため賛成する。

　マイナンバーカードについ
て、多くの市民が取得のメリ
ットを感じておらず、不安を
抱いている人も多いという調
査結果が出ている。
　政府は2024年秋に健康保
険証を廃止し、マイナンバー
カードと一体化することで、
カードの取得を事実上の強制
とする。しかし、法律上、マ
イナンバーカードは、あくま
でも任意取得が前提だ。
　賛否が分かれる状況で、国
の臨時交付金を市独自のマイ
ナポイントに使うことには疑
義があり、市民生活に資する
活用を強く求める。多くの自
治体で、学校給食費の無償化、
給付金対象者を非課税世帯以
外の低所得者にも拡大するな
ど、生活困窮者の生活防衛や
子育て支援の独自給付に活用
している。以上の理由から、
補正予算に反対する。

討
論

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
て
い
る
市
民
に

 

１
万
円
相
当 

の
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
等
の
議
案
を
賛
成
多
数
で

11
月
臨
時
会

１１



1. 討論の対象議案

2. 委員会の採決

3. 本会議の討論

○議案第72号　令和４年度米原市一般会計補正予算（第９号）

予算常任委員会総務産業建設分科会で議案第72号を原案のとおり可決することについて

賛成 6人 ×  反対 1人 賛成多数で可決すべきものと確認

4. 本会議の採決
議案第7２号を原案のとおり可決することについて

賛成 14人 ×  反対 １人 賛成多数で可決

　米原駅東口の公有地活用に向けたサウンディング調査(対話型市場調査)、事業者
公募等の支援業務に係る経費等を含む補正予算。

議案第72号に対する討論

後
藤
　
英
樹
　
議
員

　東口まちづくり事業のサウンディング調査の経費として、1500万円
が当該事業の繰越明許費補正と合わせて提案されている。市は、本市
とその周辺地域を商業圏域に取り込む独自性のある提案の難しさ、市
と事業者各自が考える事業や手法のミスマッチ、土地活用に期待する
理想と現実との隔たりなどを痛感したのであろう。　
　これまでの経過の反省といわゆる「すきま」から再スタートをきりた
いとの趣旨は理解できるが、なぜ民間事業者丸投げのサウンディング
調査なのか。市長がトップセールスを行い、職員が地元企業と連携して
まちづくりを進めるべきである。当該予算分を減額した補正予算の修
正案が予算委員会で否決されたこともあり反対する。

●反 

対

　４年度一般会計補正予算(第９号)には、サウンディ
ング調査の経費として1500万円が計上されている。
　米原駅東部土地区画整理事業は、平成27年10月
に換地処分の公告を行い、事業完了から７年が過ぎ
ている。これまでの経過から、その手法は、検証と
反省を踏まえ、改めなければならない。また、サウン
ディング調査では、現状に即した現実的な手法を検
討する必要がある。
　そして、県とは役割分担、土地の所有区分を踏ま
えた主体性の在り方、相互の協力関係等について協
議の上、連携していく必要がある。
　加えて、先般の高等専門学校候補地の提案は、
当該地が、約94億円の費用を投資した土地であり、
将来的には、優良な民間固定資産の投資、このこと
に伴う人口増等による税収増が期待される土地で
あるところ、投資効果の根底を覆す決定について、
議会、市民への打診、説明がなかったことは、誠に
遺憾である。
　市長におかれては、米原駅東口駅前周辺の開発
に向け、自らトップセールスを行うなどして、主体性
と覚悟をもって臨まれることを強く要求する。

賛成者と反対者の一覧はP10

米
原
駅
東
口
の
公
有
地
活
用
に
向
け
た
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議案第72号　令和４年度米原市一般会計補正予算（第９号）に対する附帯決議 ※要約 

22

　年月　　　 東口まちづくり事業に関する出来事

2007.3　　米原駅東口周辺まちづくりビジョン策定

2015.4　　シティマネージャーを登用

2015.12　 米原駅東口周辺まちづくりプロジェクト
　　　　　　　　　 構想（隈研吾氏等提案）を公表

2018.3　　(株）みずほ銀行との連携協定を締結

2018.4　　(一社）米原駅東口まちづくり協議会の設立

2019.3　　米原駅東口周辺まちづくりプロジェクト
　　　　　　　　　　　　　　　　基本計画を発表

2019.9　　米原駅東口まちづくりプロジェクト
　　　　　　　　　　　　　　　　基本設計を発表

2022.3　　シティマネージャー退任

2022.6　　(一社）米原駅東口まちづくり協議会を市脱退

2022.6　　県立高等専門学校候補地として提案

2022.9　　県立高等専門学校候補地から落選

※委員会の詳細は、P11へ

7   市議会だより
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1. 討論の対象議案

2. 委員会の採決

3. 本会議の討論

◀◀◀　賛成者と反対者の一覧はP10

○請願第３号　｢消費税インボイス制度の実施延期を求める意見書」
　　　　　　　を政府に送付することを求める請願書

総務産業建設常任委員会で請願第３号を原案のとおり採択することについて

賛成 ３人 ×  反対 ４人 賛成少数で不採択

4. 本会議の採決
請願第３号を原案のとおり採択することについて

賛成 ８人 ×  反対 ７人 賛成多数で採択

　中小企業の経営危機が深刻になっている。2023年10月1日から消費税インボイ
ス制度が実施されれば、さらなる負担を強いることになる。実施延期を求める意見
書を国に送付することを求める。

請願第３号に対する討論

賛 成 反 対
藤田　正雄　議員 後藤　英樹　議員

　これまでの議論を通じてイ
ンボイスの問題点が明らかに
なってきた。
　シルバー人材センターの会
員にも消費税の納付が求めら
れ、経過措置が終わる6年後、
本市では約2千万円の負担増
になるとのことである。また、
インボイスを発行できない事
業者は取引から排除されてし
まうことから、課税売上高が
1千万円未満の非課税事業者
にも事実上インボイス登録が
必要で、新たに消費税の申告
と納税という負担が発生する。
特に一人親方やフリーターな
どは死活問題である。
　中小業者を取り巻く厳しい
環境の中で、インボイス制度
を強行すれば地域社会は成り
立たない。今、政府はしっか
りと立ち止まって検討すべき
と考える。よって請願に賛成
する。

　インボイス制度は、軽減税
率導入で、消費税が複数税率
となった中で、適正な課税を
行うために必要な制度である。
　制度導入にあたっても４年
間の準備期間を設け、さらに
６年間にわたって免税事業者
からの仕入れに一定の仕入れ
税額控除を認めるなど、事業
者に対して十分な経過措置を
設けている。本市の商工会で
も講習等の準備作業を進め、
１００％とはいかないまでも
理解は得られていると聞いて
いる。
　インボイスによって税額が
明確になり、中小事業者も適
正な価格転嫁をしやすくなる
メリットがあるため、インボ
イスは予定通りに導入すべき
である。日本の税制、3つの
原則「公平・公正・簡素」に
も近づくのではと考える。以
上から請願に反対である。

討
論
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1. 討論の対象議案

2. 委員会の採決

3. 本会議の討論

◀◀◀　賛成者と反対者の一覧はP10

○請願第４号　国に対して学校給食の無償化・軽減の財政支援を求め
　　　　　　　る意見書を提出することを求める請願書

健康福祉教育常任委員会で請願第4号を原案のとおり採択することについて

賛成 ４人 ×  反対 ３人 賛成多数で採択

4. 本会議の採決
請願第４号を原案のとおり採択することについて

賛成 ９人 ×  反対 ６人 賛成多数で採択

　子育て世帯の経済的負担を軽減し、学校における食育の推進に対する効果も大き
い学校給食の無償化・軽減への財政支援を行うことについて、国に意見書を提出す
ることを求める。

請願第４号に対する討論

賛 成 反 対
堀江　一三　議員 後藤　英樹　議員

　学校給食の原点は、貧困児
童の救済をはじめとして、児
童の栄養改善に向けて始まっ
たものである。子どもたちは
学校給食を通じて、さまざま
な、また貴重な体験や知識を
得ている。
　現在のように賃金が上がら
ない中で、物価が急激に上昇
する社会経済情勢では、特に
子育て世帯においては家計に
占める給食費の負担がますま
す大きく、そして重くのしか
かっている。
　このような事態を解消すべ
く、学校給食にかかる負担は
地方自治体に求めることなく、
国の責任において無償化すべ
きである。わが国の次代を担
う子どもたちへの投資である
ことを認識し、早急に実現す
ることを求める。よって請願
に賛成する。

　学校給食法第11条で、施
設設備や修繕、人件費以外の
経費は、児童生徒の保護者負
担とされている。
　文科省調査では、食育への
関心低下や無償を当然とする
意識の高まりが懸念されてる。
無償化されれば食べ物へのあ
りがたみが薄れ、食育の点で
も問題だ。
　物価高騰対策と言われるが、
国の予算で市はしっかり対処
している。給食費無償化の財
源は何を充てるのか、出産育
児一時金は高齢者の保険料の
値上げ、育児休業給付金の自
営業者や非正規労働者への拡
充は雇用保険料の値上げとな
っている。
　国が戦後長らく対応しなか
ったことに、いまさら着手す
るのか。意見書を出せば、議
会にも説明責任が発生する。
よって請願に反対する。
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番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　件名 付託先

第４回定例会　議決結果一覧
●全員賛成で原案可決とした案件

議案審査を付託された委員会　
【総産建】総務産業建設常任委員会　
【健福教】健康福祉教育常任委員会　【予算】予算常任委員会

●賛否が分かれた案件    ※賛成者は「○」反対者は「×」　なお、議長は採決に加わりません。

天翔クラブ
付
託
先

予
算

総
産
建

健
福
教

討
論

結
果 山

口
鹿
取

後
藤

矢
野

礒
谷

今
中

中
川
松

鍔
田

中
川
雅

堀
江

山
本

𠮷
田

藤
田

山
𦚰

振
角

細
野

政策研究会
マイバラ

日本共産党
米原市議団 無会派

議 　 案

○

○

×

×

○

○

○

○

×

×

×

○

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

１

０

２

０

２

０

               

議案第７２号　令和４年度米原市
一般会計補正予算（第９号）

決議第４号　議案第７２号　
令和４年度米原市一般会計補正予
算（第９号）に対する附帯決議案

請願第３号　「消費税インボイス制
度の実施延期を求める意見書」を政
府に送付することを求める請願書

意見書第２号　消費税インボイス
制度の実施延期を求める意見書案

請願第４号　国に対して学校給食の
無償化・軽減の財政支援を求める意
見書を提出することを求める請願書

意見書第１号　学校給食の無償化
を求める意見書案

報告第１３号　専決処分の報告について

議案第７３号　令和４年度米原市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）
議案第７４号　令和４年度米原市介護保険事業特別会計補正予算（第４号）
議案第７５号　令和４年度米原市水道事業会計補正予算（第３号） 
議案第７６号　令和４年度米原市下水道事業会計補正予算（第３号）

議案第７７号　米原市議会議員および米原市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例について
議案第７８号　米原市職員の定年等に関する条例等の一部を改正する等の条例について
議案第７９号　米原市特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例について
議案第８０号　米原市職員の給与に関する条例および米原市一般職の任期付職員の採用および給与の特例に関する条例の一部
　　　　　　　を改正する条例について
議案第８１号　米原市会計年度任用職員の給与および費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について

議案第８２号　公の施設における指定管理者の指定について（米原市双葉総合体育館および双葉公園）
議案第８３号　財産の貸付けについて（米原市柏原福祉交流センター）

議案第８４号　権利の放棄について

【予算】

【総産建】

【健福教】

【総産建】



一
般
会
計
補
正
予
算

問　

米
原
駅
東
口
ま
ち
づ

く
り
事
業
が
破
綻
し
た
経

過
を
整
理
し
、
新
た
な
方

針
を
た
て
、
サ
ウ
ン
デ
ィ

ン
グ
調
査
を
し
な
い
と
前

に
進
ま
な
い
。

　

平
成
19
年
の
ま
ち
づ
く

り
ビ
ジ
ョ
ン
が
足
か
せ
に

な
っ
て
い
な
か
っ
た
か
。

答　

開
発
事
業
主
体
の
不

在
、
資
金
獲
得
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
が
主
因
で
す
。

そ
の
裏
側
に
は
、
市
が
求

め
る
部
分
と
、
民
間
事
業

者
の
採
算
性
と
の
間
に
隙

間
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

隙
間
を
両
者
が
埋
め
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
な

反
省
点
で
す
。

　

行
政
の
立
場
だ
け
で
は

な
く
、
民
間
の
事
業
者
の

立
場
、
経
済
情
勢
も
含
め

て
調
査
す
る
中
で
、
土
地

活
用
と
公
募
の
条
件
を
整

理
し
、
理
想
で
は
な
く
現

実
的
な
も
の
に
近
づ
け
て

い
き
ま
す
。

問　

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調

査
の
対
象
企
業
、
調
査
内

容
は
。

答　

直
接
意
見
を
聞
く
対

象
は
、
ゼ
ネ
コ
ン
、
デ
ベ

ロ
ッ
パ
ー
で
、
総
合
デ
ベ

ロ
ッ
パ
ー
と
マ
ン
シ
ョ
ン

デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
、
大
規
模

商
業
施
設
、
そ
の
他
地
元

の
企
業
な
ど
を
想
定
し
て

い
ま
す
。

報告します！米
原
駅
東
口
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
　
　
　
　
　
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
と
は

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

予
算
常
任
委
員
会
　
総
務
産
業
建
設
分
科
会

委
員
長
・
分
科
会
長
　
矢
野 

邦
昭

副
委
員
長
・
副
分
科
会
長
　
細
野 

正
行

委
　
員
　
後
藤 
英
樹
、
藤
田 

正
雄
、
今
中 

力
松

　
　
　
　
堀
江 
一
三
、
𠮷
田 

周
一
郎
、
鍔
田 

明

　

調
査
内
容
は
、
進
出
し

た
い
と
考
え
る
条
件
、
面

積
の
大
き
さ
、
県
有
地
も

含
め
て
一
体
的
に
公
募
す

る
こ
と
の
是
非
の
検
討
な

ど
を
考
え
て
い
ま
す
。

問　

県
と
の
連
携
と
県
の

考
え
方
は
。

答　

県
は
、
こ
の
県
有
地

を
、
米
原
駅
周
辺
の
地
域

活
性
化
に
資
す
る
中
核
施

設
用
地
と
し
て
先
行
取
得

を
さ
れ
た
と
い
う
経
過
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で

も
連
携
し
て
お
り
、
今
回

の
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査

を
実
施
す
る
に
至
っ
た
経

過
も
含
め
て
、
情
報
交
換

を
行
い
、
協
力
し
て
い
く

こ
と
の
了
解
も
得
て
い
ま

す
。

　｢

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
実
施
延
期
を
求
め

る
意
見
書｣

の
送
付
を
求

め
る
請
願
に
つ
い
て

問　

制
度
の
導
入
に
当
た

っ
て
は
４
年
間
の
準
備
期

間
、
さ
ら
に
実
施
後
３
年

間
は
、
消
費
税
相
当
額
の

８
割
、
そ
の
後
の
３
年
間

は
５
割
の
仕
入
れ
税
額
控

除
を
認
め
る
な
ど
、
事
業

者
に
対
し
て
十
分
な
準
備

期
間
等
を
取
ら
れ
て
き
た

が
、
延
期
を
求
め
る
理
由

は
。

答　

(

紹
介
議
員
）
中
小

の
事
業
者
が
不
利
に
な
ら

な
い
よ
う
な
制
度
設
計
が

発
展
途
上
で
あ
る
た
め
、

延
期
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

現
制
度
で
は
イ
ン
ボ
イ

ス
導
入
に
よ
り
事
業
を
や

め
る
事
業
者
が
出
て
く
る

た
め
、
イ
ン
ボ
イ
ス
を
や

り
な
が
ら
、
零
細
の
事
業

者
も
救
え
る
よ
う
な
仕
組

み
を
さ
ら
に
強
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

討
論
・
採
決
結
果

　

以
上
、
慎
重
審
査
の
結

果
、
付
託
を
受
け
た
議
案

の
う
ち
、
一
般
会
計
補
正

予
算
は
賛
成
多
数
で
可
決

す
る
も
の
と
確
認
し
、
そ

の
ほ
か
の
議
案
は
、
総
員

賛
成
に
よ
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
請
願
第
３
号
は

賛
成
少
数
で
不
採
択
と
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

サウンディング調査（対話型市場調査）とは

　土地の活用方法について公募により民間
事業者から広く意見や提案を求め、「対話（意
見交換）」を通じて、事業成立の可否の判断や
市場性の有無、事業者がより参加しやすい公
募条件の設定を把握する調査のことです。

米原駅東口まちづくり事業用地　2．8ヘクタール
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一
般
会
計
補
正
予
算

問　

伊
吹
薬
草
の
里
文
化

セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
料
の

光
熱
費
高
騰
が
突
出
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
薬
草
の

湯
の
光
熱
費
か
、
説
明
し

て
ほ
し
い
。

答　

薬
草
の
里
文
化
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
料
に
つ

い
て
、
増
額
が
大
き
い
こ

と
の
主
な
理
由
は
、
新
電

力
の
契
約
満
了
に
よ
り
、

電
気
料
金
の
単
価
が
上
昇

す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
他
施

設
よ
り
早
か
っ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

問　

今
後
、
光
熱
費
が
さ

ら
に
上
が
っ
た
場
合
、
開

設
日
を
絞
る
と
か
、
四
つ

の
施
設
の
一
部
休
止
も
あ

り
う
る
の
か
。

答　

身
近
な
住
民
活
動
の

場
所
と
し
て
運
営
管
理
さ

れ
て
い
る
学
び
あ
い
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、

な
る
べ
く
通
常
ど
お
り
の

開
館
を
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
今
後
、
情
勢
や
市

全
体
の
状
況
を
踏
ま
え
な

が
ら
検
討
し
ま
す
。

問　

中
学
校
の
対
外
試
合

に
つ
い
て
、
バ
ス
発
注
の

仕
方
は
。

答　

中
学
校
の
バ
ス
借
り

入
れ
は
、
各
学
校
で
契
約

を
し
て
い
ま
す
。
市
の
契

約
基
準
を
順
守
し
て
い
ま

す
が
、
大
き
な
金
額
で
な

報告します！社
会
教
育
施
設
等
の
光
熱
費
高
騰
は

 

市
全
体
の
取
り
組
み
と
し
て
対
応
し
た
い

健
康
福
祉
教
育
常
任
委
員
会

予
算
常
任
委
員
会
　
健
康
福
祉
教
育
分
科
会

委
員
長
・
分
科
会
長
　
山
𦚰 

正
孝

副
委
員
長
・
副
分
科
会
長
　
鹿
取 

和
幸

委
　
員
　
振
角 
大
祐
、
山
口 

久
志
、
礒
谷 

晃

　
　
　
　
中
川 
雅
史
、
中
川 

松
雄
、
山
本 

克
巳

い
場
合
、
１
社
で
の
見
積

も
り
の
時
も
あ
り
ま
す
。

問　

随
意
契
約
で
１
社
と

い
う
の
は
、
契
約
規
則
に

は
な
い
は
ず
だ
。

答　

基
本
的
に
複
数
見
積

も
り
が
正
し
い
や
り
方
で

す
の
で
、
今
後
、
是
正
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

入
退
室
管
理
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
に

保
護
者
が
欠
席
通
知
を
送

っ
て
き
て
も
、
こ
れ
を
ゆ

っ
く
り
見
ら
れ
る
支
援
員

さ
ん
は
い
な
い
は
ず
だ
。

　

理
に
か
な
っ
て
い
な
い

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
で
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
導
入
し
て
も
後
の
集

計
な
ど
管
理
者
の
手
間
が

増
え
る
だ
け
の
よ
う
に
思

う
が
、
ど
う
か
。

答　

最
終
的
に
、
支
援
員

が
確
認
す
る
も
の
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
保
護

者
の
事
前
連
絡
が
な
か
っ

た
場
合
、
支
援
員
が
事
務

所
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら

確
認
を
取
っ
て
い
く
と
い

う
よ
う
な
形
に
な
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
。

財
産
の
貸
付
【
柏
原

福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
】

　
　
（
議
案
第
83　
　

号
）

問　

貸
し
付
け
で
は
な
く
、

広
く
募
集
し
て
、
譲
渡
し

た
ら
ど
う
か
。

答　

所
有
者
と
旧
山
東
町

が
30
年
間
の
地
上
権
設
定

契
約
を
締
結
し
、
建
物
の

寄
付
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
そ
の
際
、
文
化
的
財

産
と
し
て
保
存
お
よ
び
活

用
す
る
目
的
で
地
上
権
を

設
定
す
る
合
意
が
さ
れ
て

お
り
、
土
地
に
係
る
地
上

権
の
譲
渡
お
よ
び
貸
し
付

け
が
で
き
な
い
と
い
う
よ

う
な
契
約
に
な
っ
て
い
ま

す
。
以
上
に
よ
り
、
譲
渡

で
は
な
く
貸
し
付
け
に
な

っ
て
い
ま
す
。

公
の
施
設
に
お
け
る

　
指
定
管
理
者
の
指
定

　
（
議
案
第
82　
　

号
）

問　

双
葉
総
合
体
育
館
は
、

中
学
校
の
隣
に
位
置
し
、

部
活
動
の
外
部
委
託
を
始

め
る
な
ら
、
こ
こ
が
重
要

な
役
割
を
担
う
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答　

学
校
の
部
活
動
の
地

域
移
行
に
当
た
っ
て
、
社

会
体
育
施
設
と
し
て
の
地

域
の
受
け
皿
と
い
う
側
面

と
学
校
教
育
の
部
活
動
の

在
り
方
と
い
う
部
分
の
両

輪
で
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
り
、
ま
だ
地
域
移
行
す

る
段
階
で
は
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問　

指
定
管
理
の
期
間
を

な
ぜ
５
年
と
し
た
の
か
。

答　

現
状
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
お
い
て
原
則
５
年
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ

れ
に
基
づ
き
ま
し
た
。

問　

光
熱
費
は
９
年
度
ま

で
、
ど
の
よ
う
な
設
定
を

さ
れ
て
い
た
か
、
お
伺
い

し
た
い
。

答　

光
熱
費
の
今
後
の
高

騰
に
つ
い
て
は
、
加
味
し

て
い
ま
せ
ん
。

問　

光
熱
費
が
１
・
５
倍

に
な
っ
た
ら
債
務
負
担
行

為
の
補
正
を
認
め
よ
と
い

う
こ
と
か
。

答　

提
出
議
案
は
、
光
熱

費
の
高
騰
を
十
分
に
加
味

し
て
い
な
い
の
で
、
今
後

こ
の
状
況
を
見
な
が
ら
市

全
体
と
し
て
ど
う
取
り
組

む
の
か
も
含
め
て
対
応
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

国
に
対
し
て
学
校
給
食

の
無
償
化
・
軽
減
の
財

政
支
援
を
求
め
る
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
を

求
め
る
請
願

問　

無
償
化
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
市
の
給
食
の
質
が

落
ち
な
い
か
。

答　

(

紹
介
議
員
）
国
の

財
政
支
援
が
あ
れ
ば
、
よ

り
豊
か
な
給
食
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

討
論
・
採
決
結
果

　

以
上
、
慎
重
審
査
の
結

果
、
付
託
を
受
け
た
議
案

の
う
ち
、
一
般
会
計
お
よ

び
特
別
会
計
補
正
予
算
は
、

討
論
も
な
く
、
総
員
賛
成

で
可
決
す
る
も
の
と
確
認

し
ま
し
た
。

　

条
例
関
係
等
の
議
案
第

82
号
は
、
討
論
も
な
く
賛

成
少
数
に
よ
り
否
決
す
べ

き
も
の
、
第
83
号
は
賛
成

多
数
に
よ
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
請
願
第
４
号
は
賛

成
多
数
に
よ
り
採
択
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
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市
民
か
ら
見
た

　
米
原
市
役
所
の
応
対

問　

市
が
行
う
接
遇
の
大

半
は
、
通
常
の
内
容
か
と

思
わ
れ
る
。な
ぜ
、
自
動
的

に
電
話
を
録
音
す
る
の
か
。

答　

事
後
に
、
通
話
内
容

を
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、

業
務
へ
の
適
切
な
反
映
な

ど
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
向
上
、
犯
罪
防
止
等
の

効
果
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

問　

県
内
で
本
市
だ
け
が

電
話
を
自
動
録
音
し
て
い

る
が
、手
間
が
か
か
り
、市

と
市
民
の
間
に
壁
を
つ
く

っ
て
い
る
。適
切
な
接
遇

と
い
え
る
の
か
。

答　

職
員
も
常
に
録
音
さ

れ
て
い
る
と
い
う
意
識
を

持
つ
こ
と
で
、
責
任
あ
る

丁
寧
な
応
対
や
適
切
な
対

応
が
な
さ
れ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

流
れ
る
時
間
お
待
ち
い
た

だ
く
こ
と
で
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
、
通
話
を
録
音
し

て
い
る
こ
と
に
抵
抗
を
感

じ
る
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
目
的

を
丁
寧
に
説
明
し
ま
す
。

米
原
駅
東
口
駅
周
辺

ま
ち
づ
く
り
事
業

問　

過
去
の
物
流
基
地

「
滋
賀
統
合
物
流
セ
ン
タ

ー
事
業
」、
米
原
Ｊ
Ｒ
貨
物

タ
ー
ミ
ナ
ル
、
米
原
駅
東

口
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
や

取
り
組
み
等
の
反
省
点
は
。

答　

い
ず
れ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
も
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
な
ど
世
界
的
な
社
会

経
済
情
勢
の
悪
化
等
に
よ

っ
て
、
主
体
を
担
う
民
間

事
業
者
の
経
営
破
綻
や
中

長
期
的
な
経
営
戦
略
の
見

直
し
に
よ
り
事
業
の
実
現

に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

米
原
駅
東
口
ま
ち
づ
く

り
は
、
２
度
に
わ
た
る
公

募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実

施
し
ま
し
た
が
、
市
の
望

ん
だ
土
地
活
用
を
提
案
す

る
事
業
者
は
現
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
彦
根
市
と
長
浜

市
の
中
間
に
位
置
し
、
両

市
の
市
街
地
に
集
積
さ
れ

て
い
る
機
能
の
補
完
と
、

本
市
と
そ
の
周
辺
地
域
を

商
業
圏
域
に
取
り
込
む
独

自
性
の
あ
る
提
案
を
頂
く

こ
と
の
難
し
さ
を
痛
感
す

る
結
果
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
み
ず
ほ
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
か
ら
ま
ち
づ

く
り
事
業
の
提
案
を
頂
き
、

一
般
社
団
法
人
米
原
駅
東

口
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と

の
協
議
を
重
ね
ま
し
た
が
、

事
業
を
け
ん
引
す
る
開
発

主
体
の
不
在
や
資
金
確
保

に
め
ど
が
つ
か
ず
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
に
よ
る
社
会
情
勢

の
悪
化
、
人
々
の
行
動
変

容
な
ど
の
外
的
要
因
も
重

な
り
、
正
式
な
土
地
利
用

の
申
し
込
み
が
な
い
ま
ま

今
日
に
至
り
ま
す
。

問　

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

社
に
丸
投
げ
を
し
て
い
て

は
駄
目
だ
。方
向
性
等
は

す
で
に
学
習
済
み
で
は
な

い
の
か
。

　

さ
ら
に
１
５
０
０
万
円

と
い
う
大
金
を
費
や
し
て

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
必

要
と
す
る
理
由
は
あ
る
の

か
。

答　

市
と
事
業
者
そ
れ
ぞ

れ
が
考
え
る
事
業
や
手
法

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
、
土
地
活

用
に
期
待
す
る
理
想
と
現

実
と
の
隔
た
り
な
ど
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。そ

の
た
め
、
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン

グ
調
査
（
対
話
型
市
場
調

査
）
で
民
間
事
業
者
の
意

見
や
意
向
な
ど
を
把
握
し
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
た
公

募
を
行
い
ま
す
。

問　

市
民
に
説
明
責
任
を

果
た
す
気
持
ち
は
あ
る
か
。

答　

米
原
駅
東
口
駅
周
辺

ま
ち
づ
く
り
事
業
に
は
長

い
年
月
を
か
け
、
今
の
状

況
に
は
反
省
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
が
知
り
た
い　

・　

聞
き
た
い
Ｑ
＆
Ａ　

一
般
質
問

後藤　英樹　議員

米原駅東口駅周辺まちづくり事業予定地（令和４年12月撮影）

〇市民から見た市役所の応対
〇米原駅東口駅周辺まちづくり事業

13   市議会だより



こ
こ
が
知
り
た
い　

・　

聞
き
た
い
Ｑ
＆
Ａ　

一
般
質
問

｢

県
下
一
子
育
て
し
や

す
い
ま
ち
」
と
は

　問　

ど
う
い
う
基
準
か
。

答　

地
域
社
会
全
体
で
子

育
て
を
応
援
し
、
子
ど
も

の
夢
や
希
望
が
か
な
い
、

子
育
て
世
代
が
子
育
て
に

喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
ま
ち

の
実
現
に
向
け
、
市
の
決

意
と
覚
悟
を
分
か
り
や
す

く
伝
え
る
た
め
「
滋
賀
県

一
子
育
て
し
や
す
い
ま

ち｣

と
し
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
事
業
で
、

　
お
む
つ
等
の
支
給
を

　
　
　
　
　 

　
求
め
る

問　

子
育
て
支
援
で
無
料

ク
ー
ポ
ン
の
配
布
を
。

答　

保
健
師
が
、
原
則
す

べ
て
の
乳
児
が
い
る
家
庭

を
訪
問
し
手
厚
い
支
援
を

行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

現
時
点
で
、
お
む
つ
・
ミ

ル
ク
等
の
無
料
配
布
の
必

要
性
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

保
育
園
で
の
お
む
つ

持
ち
帰
り
の
改
善
を

問　

保
護
者
か
ら
改
善
要

望
が
あ
る
が
。

答　

感
染
症
予
防
、
保
護

者
や
保
育
士
等
の
負
担
軽

減
の
観
点
で
、
園
で
の
使

用
済
み
紙
お
む
つ
の
処
分

を
引
き
続
き
、
検
討
し
ま

す
。医

療
費
助
成
を

高
校
卒
業
ま
で
に

問　

他
市
町
で
も
延
長
が

進
ん
で
い
る
が
。

答　

子
ど
も
医
療
費
助
成

の
拡
充
は
、
県
の
補
助
対

象
年
齢
引
き
上
げ
が
前
提

と
考
え
て
い
る
た
め
、
県

に
強
く
要
望
し
て
い
き
ま

す
。学

校
給
食
費
の

無
償
化
を
求
め
る

問　

改
め
て
学
校
給
食
費

の
無
償
化
を
求
め
る
。

答　

経
済
的
な
理
由
が
あ

る
児
童
・
生
徒
は
、
就
学

援
助
制
度
で
支
援
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
今
般
の
給

食
食
材
の
物
価
高
騰
に
よ

る
値
上
が
り
分
は
、
市
が

負
担
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
学
校
給
食

費
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

食
材
費
の
み
保
護
者
負
担

と
考
え
て
い
ま
す
。

本
年
度
の

除
雪
計
画
の
改
善
は

問　

市
は
道
路
管
理
者
と

し
て
責
任
を
持
つ
べ
き
。

答　

除
雪
路
線
で
は
な
い

市
道
の
多
く
は
、
道
路
幅

員
４
㍍
以
下
や
、
通
り
抜

け
が
で
き
な
い
道
路
な
ど

で
あ
る
た
め
、
大
型
の
除

雪
車
に
よ
る
迅
速
か
つ
安

全
な
除
雪
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
自
治
会
に
対

し
て
、
除
雪
機
械
購
入
補

助
金
や
自
治
会
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
交
付
金
な
ど
で

支
援
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
自
治
会
の
自
主
防
災

組
織
等
に
よ
る
家
屋
周
辺

の
除
雪
の
た
め
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
保
険
に
加
入

す
る
な
ど
し
、
地
域
の
協

力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
免
許
返
納
制
度

の
支
援
策
を

問　

市
内
の
高
齢
者
の
事

故
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　

高
齢
運
転
者
の
市
内

で
の
事
故
率
は
、
令
和
元

年
か
ら
３
年
ま
で
の
３
年

平
均
で
22
・
４
％
と
、
県

内
で
６
番
目
に
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

問　

返
納
す
る
こ
と
の
困

難
さ
の
理
解
は
。

答　

病
院
・
買
い
物
な
ど

の
支
障
、
経
済
的
負
担
増

な
ど
へ
の
懸
念
や
不
安
が

あ
る
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
地
域
お
茶

の
間
創
造
事
業
で
、
移
動

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
い
て
い
る
ほ
か
、
ま
い

ち
ゃ
ん
号
や
ま
い
ち
ゃ
ん

バ
ス
等
、
公
共
交
通
の
充

実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

問　

ま
い
ち
ゃ
ん
号
の
無

料
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
作
れ

な
い
か
。

答　

ま
い
ち
ゃ
ん
号
の
利

用
方
法
や
制
度
活
用
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
等
も
含
め
て

積
極
的
に
情
報
提
供
を
行

い
、
免
許
返
納
後
も
安
心

し
て
ま
い
ち
ゃ
ん
号
等
を

活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
意
識
啓
発
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

10.3

429

11.8

462

11.9

460

12.9

471

12.8

458

13.5

459

12.9

418

14.8

460
14.4

401
13.8

333

15.1

346

15

14

13

12

11

10

500

400

300

200

100

0
2011      2012      2013      2014      2015      2016      2017     2018      2019      2020      2021

（件） （％）75歳以上運転者による死亡事故割合
75歳以上運転者による死亡事故件数と割合 ※第１当事者が原付以上の

　死亡事故を計上している。

75歳以上運転者による死亡事故件数

出典：高齢ドライバードットコム（http://koureidriver.com）

藤田　正雄　議員

○子ども・子育て支援事業計画の進
しん

捗
ちょく

状況を問う
○本年度の除雪計画について問う
○高齢者の免許返納制度について支援策を問う
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生
活
保
護
行
政
の
進し

ん

捗ち
ょ
く度

問　

検
証
委
員
会
の
報
告

書
を
受
け
て
、
生
活
保
護

行
政
の
進し

ん

捗ち
ょ
くと

課
題
を
問

う
。

答　

検
証
委
員
会
に
よ
る

検
証
結
果
報
告
の
再
発
防

止
策
を
着
実
に
実
行
し
て

い
ま
す
。
二
度
と
事
件
を

起
こ
さ
な
い
と
い
う
強
い

決
意
と
信
念
に
基
づ
き
、

安
定
的
な
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク

や
事
務
の
執
行
に
努
め
ま

す
。

問　

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の

育
成
方
針
は
大
丈
夫
か
。

答　

人
事
異
動
実
施
基
準

を
改
正
し
、
異
動
周
期
の

基
本
を
５
年
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
福
祉
専
門
職

の
継
続
的
な
採
用
や
生
活

保
護
指
導
員
の
引
き
続
き

の
配
置
、
産
業
医
面
談
や

メ
ン
タ
ル
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
の
実
施
な
ど
、
職
場
環

境
面
で
の
フ
ォ
ロ
ー
を
行

っ
て
い
ま
す
。

特
例
貸
付
終
了
後
の
対
策

　問　

コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
は

市
で
７
７
７
件
も
あ
っ
た

（
図
を
参
照
）。終
了
後
、
生

活
保
護
申
請
が
増
え
る
こ

と
が
予
想
で
き
る
が
、
生

活
困
窮
対
策
と
し
て
の
生

活
保
護
の
利
用
に
早
急
に

対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答　

基
幹
型
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
相
談
業
務

を
行
い
、
家
計
改
善
や
就

労
の
た
め
の
訓
練
を
し
て

い
ま
す
。生
活
維
持
が
困
難

な
場
合
等
は
、家
庭
訪
問
や

面
接
を
行
い
、生
活
保
護
の

受
給
に
向
け
た
働
き
か
け

な
ど
を
行
い
ま
す
。

外
国
人
へ
の
生
活
支
援

問　

コ
ロ
ナ
禍
で
困
窮
す

る
外
国
人
の
生
活
状
況
に

つ
い
て
、市
長
の
認
識
は
。

答　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
を
背
景
と

し
た
経
済
悪
化
に
よ
り
、技

能
実
習
生
や
派
遣
社
員
、

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
非
正

規
雇
用
の
外
国
人
は
、生
活

基
盤
が
弱
く
、困
窮
状
態

に
陥
る
な
ど
、日
々
の
暮
ら

し
が
大
変
厳
し
い
状
況
に

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問　

国
民
健
康
保
険
の
外

国
人
の
加
入
が
59
世
帯
と

少
な
い
。今
後
は
市
多
文

化
共
生
協
会
な
ど
と
協
力

し
、
市
の
独
自
措
置
を
含

め
制
度
の
き
め
細
か
い
周

知
が
必
要
な
の
で
は
な
い

か
。

答　

手
続
き
に
は
職
場
の

人
や
通
訳
が
同
行
し
て
来

ら
れ
る
の
で
、
県
国
保
連

合
会
発
行
の
外
国
語
版

「
国
保
の
し
お
り
」
を
渡

し
、
市
多
文
化
共
生
協
会

な
ど
の
協
力
を
得
て
、
き

め
細
か
い
情
報
提
供
を
行

い
ま
す
。

問　

外
国
籍
の
人
の
生
活

保
護
受
給
者
は
、
市
で
１

人
と
い
う
こ
と
だ
が
、
今

後
申
請
す
る
人
が
出
て
く

れ
ば
、
日
本
国
民
と
同
じ

丁
寧
な
対
応
を
し
て
も
ら

え
る
か
。

答　

外
国
籍
の
人
に
対
し

て
も
、
相
談
・
申
請
時
に

｢

生
保
の
し
お
り｣

を
渡
し
、

内
容
を
丁
寧
に
説
明
し
、

必
要
な
制
度
が
適
切
に
利

用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

問　

市
が
、
非
正
規
在
留

外
国
人
で
も
使
え
る
制
度

の
利
用
を
認
め
た
事
例
は
。

答　

制
度
の
活
用
に
つ
き

ま
し
て
、
関
係
各
課
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
法
改
正

以
降
、
利
用
実
績
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
在
留

資
格
等
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
等
し
く
制
度
が
利
用

で
き
る
よ
う
今
後
も
全
庁

的
に
、
広
報
啓
発
等
に
取

り
組
み
ま
す
。

生
理
用
品
配
備
の
拡
充

問　

教
育
委
員
会
と
し
て
、

で
き
る
限
り
早
く
中
学
校

は
全
学
校
に
、
小
学
校
は

学
校
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、

配
備
を
試
行
す
る
学
校
を

増
や
す
な
ど
の
対
応
を
進

め
て
も
ら
い
た
い
が
、
ど

う
か
。

答　

ま
ず
は
市
内
全
て
の

中
学
校
の
女
子
ト
イ
レ
に

生
理
用
品
の
配
備
を
進
め
、

小
学
校
に
お
い
て
も
学
校

の
状
況
に
応
じ
て
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

こ
こ
が
知
り
た
い　

・　

聞
き
た
い
Ｑ
＆
Ａ　

一
般
質
問

山𦚰　正孝　議員

○生活保護行政の現況および生活困窮者対策
○外国人への生活支援とセーフティーネットの確保
○学校女子トイレへの生理用品配備校の拡大

緊急小口
資金　
2

161
83
13
259
38
15%

令和元年度
令和2年度
令和3年度
令和4年度
計A

外国籍B
割合(B/A)

総合支援
資金　
0

167
88
15
270
44
16%

延長　
(総合支援)

0
91
20
0

111
17
15%

再貸付 
(総合支援)

0
61
76
0

137
19
14%

計 　

2
480
267
28
777
118
15%

（R2.3.25開始）

（R4.9.30終了）

コロナ特例貸付　申請件数 （件数）
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こ
こ
が
知
り
た
い　

・　

聞
き
た
い
Ｑ
＆
Ａ　

一
般
質
問

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種

 

の
積
極
的
勧か

ん

奨し
ょ
うの
再
開

　
問　

積
極
的
勧か

ん

奨し
ょ
うの
再
開

後
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進し

ん

捗ち
ょ
く状
況
は
。

答　

小
学
６
年
生
か
ら

高
校
１
年
生
相
当
ま
で
の

人
の
定
期
接
種
が
81
人
で

１
７
１
回
、
キ
ャ
ッ
チ
ア

ッ
プ
接
種
（
積
極
的
勧
奨

の
差
し
控
え
で
、
接
種
機

会
を
逃
し
た
人
が
対
象
）

が
１
２
７
人
で
２
３
８
回
、

積
極
的
勧
奨
を
差
し
控
え

て
い
た
間
に
任
意
で
接
種

さ
れ
た
人
へ
の
助
成
件

数
が
13
人
で
32
回
、
合
計

２
２
１
人
で
４
４
１
回
で

し
た
。
前
年
度
の
80
人
で

１
９
２
回
を
大
き
く
上
回

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ワ

ク
チ
ン
不
足
等
の
情
報
は

あ
り
ま
せ
ん
。

問　

副
反
応
や
健
康
被
害

の
報
告
は
あ
る
か
。

答　

現
時
点
で
当
該
ワ
ク

チ
ン
に
よ
る
健
康
被
害
の

報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

子
宮
頸け

い

が
ん
検
診
の

受
診
者
数
の
推
移
は
。

答　

２
年
度
６
９
３
人
に

対
し
、
本
年
11
月
15
日
時

点
で
７
５
７
人
と
年
度
途

中
で
す
が
既
に
64
人
増
で

す
。

問　

今
後
、
９
価
ワ
ク
チ

ン
の
取
り
扱
い
は
。

答　

厚
生
労
働
省
は
、
９

価
ワ
ク
チ
ン
も
定
期
接
種

の
対
象
と
し
ま
し
た
。
従

来
の
２
価
・
４
価
ワ
ク
チ

ン
に
加
え
、
９
価
ワ
ク
チ

ン
も
定
期
接
種
対
象
と
す

る
た
め
、
湖
北
医
師
会
へ

の
説
明
な
ど
の
準
備
を
進

め
ま
す
。

ペ
ッ
ト
飼
育
に
お
け
る

　
　

マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル

　問　

散
歩
等
で
の
ふ
ん
尿

処
理
に
つ
い
て
市
民
か
ら

の
苦
情
は
。

答　

犬
の
ふ
ん
等
に
関
し
、

家
の
前
の
道
路
や
公
園
へ

の
放
置
な
ど
、
年
間
数
件

の
相
談
が
あ
り
ま
す
。
通

報
や
相
談
を
受
け
、
飼
い

主
に
ふ
ん
の
持
ち
帰
り
を

促
す
啓
発
看
板
を
作
成
し
、

自
治
会
を
通
し
て
看
板
の

設
置
を
し
て
い
た
だ
く
等

の
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　

防
犯
カ
メ
ラ
等
で
、

ふ
ん
を
放
置
し
て
い
る
飼

い
主
が
判
明
し
特
定
で
き

た
場
合
、
法
的
措
置
や
罰

則
等
は
あ
る
か
。

答　

市
環
境
美
化
条
例
に

基
づ
き
、
ふ
ん
を
放
置
し

た
者
が
特
定
で
き
れ
ば
、

違
反
行
為
の
中
止
ま
た
は

是
正
に
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
指

導
に
従
っ
て
い
た
だ
け
な

い
場
合
、
勧
告
・
命
令
・

公
表
の
順
に
措
置
を
講
じ

ま
す
。
市
条
例
で
は
罰
則

規
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

悪
質
な
事
例
は
状
況
に
応

じ
、
関
係
機
関
等
へ
相
談

な
ど
を
し
ま
す
。

問　

凶
暴
な
ペ
ッ
ト
の
把

握
や
逃
亡
の
際
の
対
策
は
。

答　

危
険
な
特
定
動
物
は

県
が
頭
数
等
を
把
握
し
、

市
に
も
飼
育
状
況
の
情
報

が
提
供
さ
れ
ま
す
が
、
現

在
、
県
か
ら
の
報
告
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
逃
亡

の
場
合
は
、
県
、
市
、
警

察
な
ど
が
連
携
し
捜
索
、

捕
獲
に
当
た
り
ま
す
。

問　

逃
亡
の
際
に
自
治
会

長
等
に
報
告
は
。

答　

逃
亡
や
市
内
発
見
時

は
、
自
治
会
長
へ
の
連
絡

や
防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
注
意
喚か

ん

起き　

し
ま

す
。

メ
タ
バ
ー
ス
の
自
治
体

に
お
け
る
可
能
性

問　

メ
タ
バ
ー
ス
の
自
治

体
で
の
可
能
性
に
つ
い
て
、

当
市
の
見
解
は
。

答　

メ
タ
バ
ー
ス
を
活
用

し
た
自
治
体
の
事
例
も
全

国
的
に
存
在
し
て
い
ま
す
。

観
光
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
、
メ
タ
バ
ー

ス
は
そ
の
地
域
の
未
来
を

作
っ
て
い
く
可
能
性
も
あ

り
、
今
後
の
地
域
Ｄ
Ｘ
の

取
り
組
み
を
検
討
し
て
い

く
中
で
有
効
な
手
だ
て
の

一
つ
で
す
。

ワクチンの種類
　2価ワクチンは子宮頸

けい
がんの主

因のHPV16・18型に、4価ワクチ
ンは16・18型と、良性の尖圭コン
ジローマの原因となる6・11型の4
つの型に対応します。加えて、9価
ワクチンは、5つの型（31・33・45
・52・58型）まで対応します。

メタバースとは
　メタバースとはインターネッ
ト上に存在する3次元の仮想
空間のことです。「高次・超
越」を意味するメタと、「宇宙
（ユニバース）」を組み合わ
せた造語です。

中川　雅史　議員

○HPVワクチン（子宮頸
けい

がん予防ワクチン）の進
しん

捗
ちょく

○ペットの飼育
○メタバース(仮想空間)の可能性
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放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

土
曜
日
の
受
け
入
れ
時

間
を
改
善
で
き
な
い
か

問　

土
曜
日
受
け
入
れ
実

施
の
思
い
と
、
現
在
の
利

用
者
数
は
。

答　

市
全
体
の
土
曜
日
利

用
の
登
録
者
数
は
38
人

(

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
登

録
者
の
約
４•

１
％)

。
土

曜
日
登
録
者
の
う
ち
、
実

際
の
利
用
率
は
、
平
均
42

•

５
％
で
す
。

　

土
曜
日
の
利
用
ニ
ー
ズ

が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問　

土
曜
日
の
開
設
時
間

の
延
長
と
、
朝
・
夕
延
長

実
施
の
予
定
は
な
い
の
か
。

（
現
状
、
平
日
の
受
け
入
れ

時
間
は
、
夕
延
長
利
用
で

最
大
午
後
６
時
30
分
ま
で
。

ま
た
、
長
期
休
暇
は
朝
延

長
を
午
前
７
時
30
分
か
ら

実
施
し
て
い
る
。し
か
し
、

土
曜
日
利
用
は
午
前
８
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

答　

土
曜
日
利
用
の
ニ
ー

ズ
が
高
ま
っ
て
き
た
場
合
、

開
設
時
間
延
長
や
朝
・
夕

延
長
の
実
施
に
つ
い
て
も

検
討
し
ま
す
。

問　

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
を

つ
か
む
た
め
の
方
法
は
。

答　

土
曜
日
利
用
を
開
設

し
て
い
る
各
ク
ラ
ブ
で
、

利
用
者
の
声
を
伺
い
ま
す
。

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
向
上
と
定
員

の
増
加

問　

事
業
者
数
と
定
員
は
、

必
要
な
分
を
確
保
で
き
て

い
る
の
か
。

答　

市
内
に
は
３
カ
所
の

事
業
所
が
あ
り
、
定
員
の

合
計
は
40
名
で
、
保
護
者

か
ら
の
利
用
希
望
す
べ
て

は
満
た
せ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
近
隣
市
で
は
、

事
業
所
の
参
入
が
続
き
、

市
に
も
年
間
に
数
件
の
事

業
所
設
立
の
相
談
が
あ
る

た
め
、
今
後
、
徐
々
に
民

間
の
参
入
が
見
込
め
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

問　

今
後
も
設
立
の
問
い

合
わ
せ
が
続
く
の
か
、
市

と
し
て
何
ら
か
の
対
策
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答　

利
用
さ
れ
て
い
る
人

の
う
ち
、
約
８
割
が
市
内

の
事
業
所
、
残
り
の
２
割

が
市
外
事
業
所
を
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

か
ら
、
市
内
事
業
所
の
み

で
は
な
く
、
市
外
事
業
所

を
利
用
さ
れ
る
人
も
い
ら

っ
し
ゃ
る
状
況
は
続
い
て

お
り
、
市
外
の
民
間
事
業

所
も
増
加
を
続
け
て
い
る

状
況
で
す
。

問　

理
学
療
法
士
や
、
作

業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士

の
確
保
は
。

答　

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
連
絡
会
議
等
で
ニ
ー

ズ
を
確
認
し
、
こ
れ
ら
専

門
職
員
に
よ
る
放
課
後
等

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
職
員
へ
の

研
修
会
や
、
湖
北
圏
域
と

し
て
派
遣
体
制
等
の
整
備

を
考
え
る
な
ど
、
対
応
策

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　

自
分
の
通
っ
て
い
る

小
学
校
区
に
、
放
課
後
等

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
な
け
れ

ば
、
放
課
後
や
休
日
に
地

元
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
各
小
学
校
区

に
一
つ
は
必
要
で
は
な
い

か
。

答　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で

民
間
事
業
所
で
担
う
こ
と

の
難
し
い
、
重
度
の
子
ど

も
た
ち
へ
の
放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
。

　

実
績
あ
る
社
会
福
祉
法

人
等
が
質
の
高
い
事
業
所

を
整
備
す
る
際
な
ど
に
支

援
す
る
こ
と
で
、
市
内
事

業
所
の
充
実
を
図
っ
て
い

く
こ
と
が
肝
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

福
祉
の
仕
事
を
す
る
人

の
確
保

問　

住
む
場
所
の
支
援
は
。

答　

保
育
士
に
は
、
住
居

支
援
補
助
金
を
創
設
し
て

い
ま
す
が
、
福
祉
分
野
全

体
で
の
、
人
材
の
確
保
と

育
成
が
必
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
一
体
的
な
補
助
制

度
が
構
築
で
き
な
い
か
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

こ
こ
が
知
り
た
い　

・　

聞
き
た
い
Ｑ
＆
Ａ　

一
般
質
問

振角　大祐　議員

○放課後児童クラブの土曜日の受け入れ
○放課後等デイサービスの充実にむけて
○給付型奨学金の奨学生への働きかけ
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こ
こ
が
知
り
た
い　

・　

聞
き
た
い
Ｑ
＆
Ａ　

一
般
質
問

農
業
支
援
に
つ
い
て

問　

後
継
者
不
足
に
よ
る

５
年
後
、
10
年
後
の
推
移

と
育
成
は
。

答　

農
業
人
口
も
減
少
傾

向
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

意
欲
の
あ
る
農
業
者
へ

の
認
定
農
業
者
制
度
の
利

用
や
、
農
業
経
営
の
省
力

化
、
負
担
軽
減
を
図
る
ス

マ
ー
ト
農
業
等
へ
の
取
り

組
み
を
推
進
し
ま
す
。
加

え
て
、
農
地
の
集
積
・
集

約
化
の
拡
大
と
農
業
者
の

育
成
を
進
め
、
後
継
者
不

足
の
解
消
を
図
り
ま
す
。

問　

人
材
確
保
や
地
域
の

農
地
保
全
の
観
点
で
、
農

家
や
営
農
の
サ
ポ
ー
ト
と

し
て
シ
ル
バ
ー
人
材
な
ど

を
活
用
し
た
支
援
は
。

答　

多
様
な
人
材
確
保
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
今
後

検
討
し
ま
す
。

出
産
・
子
育
て

　
　
応
援
交
付
金
と

　
　
　
　
伴
走
型
支
援

問　

出
産
・
子
育
て
応
援

交
付
金
事
業
の
概
要
は
。

答　

出
産
・
子
育
て
応
援

交
付
金
は
、
国
の
４
年
度

第
２
次
補
正
予
算
に
計
上

さ
れ
た
も
の
で
す
。
全
て

の
妊
婦
や
子
育
て
家
庭
に
、

妊
娠
期
か
ら
伴
走
型
の
相

談
支
援
と
経
済
的
支
援
を

一
体
的
に
実
施
す
る
事
業

へ
交
付
さ
れ
ま
す
。

問　

経
済
的
支
援
の
内
容

は
。

答　

支
給
の
時
期
は
、
妊

娠
届
け
出
時
お
よ
び
乳
児

家
庭
訪
問
時
の
面
談
終
了

後
で
す
。

　

支
給
形
態
は
、
ク
ー
ポ

ン
や
各
種
サ
ー
ビ
ス
等
の

利
用
料
助
成
、
現
金
給
付

な
ど
、
各
自
治
体
の
判
断

で
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、今
後
、子
育
て
家

庭
へ
の
効
果
的
な
支
給
方

法
を
検
討
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
令
和
４

年
４
月
以
降
に
出
産
さ
れ

た
全
て
の
人
が
対
象
と
な

り
、国
か
ら
は
、申
請
書
や

ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
付
し
、

返
送
さ
れ
た
人
に
10
万
円

相
当
の
一
括
給
付
を
行
う

こ
と
や
、
妊
娠
中
の
人
に

は
、
５
万
円
相
当
を
妊
娠

期
と
出
生
届
出
後
に
分
け

て
支
給
す
る
か
、
10
万
円

一
括
で
支
給
す
る
な
ど
の

内
容
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
国
か
ら
示
さ
れ
る

実
施
要
綱
を
も
と
に
進
め

て
い
き
ま
す
。

米
原
駅
東
口

　 

ま
ち
づ
く
り

　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

問　

来
年
の
春
に
は
、
東

口
に
、Ｄ
Ｘ
の
拠
点
が
で

き
る
と
聞
い
て
い
た
が
、

現
在
の
進し

ん

捗ち
ょ
く状

況
は
。

答　

ソ
フ
ト
面
で
の
連
携
、

協
議
は
あ
る
も
の
の
、
協

議
会
の
開
発
・
整
備
計
画

は
進
ん
で
い
な
い
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

問　

進
ん
で
い
な
い
と
認

識
し
て
い
る
と
の
答
弁
は
、

人
ご
と
の
よ
う
で
承
服
で

き
な
い
。市
長
の
見
解
は
。

答　

市
が
期
待
す
る
ま
ち

づ
く
り
の
方
向
性
と
民
間

が
事
業
を
成
り
立
た
せ
る

た
め
の
土
地
活
用
が
一
致

せ
ず
、
隙
間
を
埋
め
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

問　

今
後
の
土
地
利
用
の

方
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

公
民
連
携
で
取
り
組

ん
で
き
た
東
口
ま
ち
づ
く

り
事
業
が
進
ん
で
こ
な
か

っ
た
要
因
は
、
社
会
経
済

情
勢
の
変
化
の
ほ
か
、
開

発
主
体
の
不
在
や
資
金
確

保
が
決
ま
ら
な
か
っ
た
こ

と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
過
去
の
経
過

を
踏
ま
え
、
民
間
事
業
者

と
の
直
接
の
対
話
に
よ
り
、

民
間
事
業
者
が
参
加
し
や

す
い
条
件
等
を
把
握
し
、

公
募
条
件
な
ど
の
見
直
し

を
行
う
た
め
、
サ
ウ
ン
デ

ィ
ン
グ
調
査
（
対
話
型
市

場
調
査
）
を
行
っ
た
う
え

で
事
業
者
を
公
募
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

米原駅東口まちづくりプロジェクト開発予定地

細野　正行　議員

○市における今後の農業支援
○出産・子育て応援交付金と伴走型支援
○米原駅東口まちづくりプロジェクト
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各
園
で
、
お
む
つ
の
園

内
処
理
は
で
き
な
い
か

問　

新
型
コ
ロ
ナ
の
ま
ん

延
や
、
感
染
症
防
止
の
観

点
か
ら
、
園
児
の
使
用
済

み
紙
お
む
つ
は
持
ち
帰
り

で
は
な
く
、
園
内
で
処
理

で
き
な
い
か
。

答　

現
在
、
市
内
公
立
・

民
間
全
13
園
の
う
ち
、
民

間
園
の
２
園
は
園
で
処
分

を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
他

の
11
園
に
つ
い
て
は
、
保

護
者
に
お
持
ち
帰
り
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

使
用
済
み
紙
お
む
つ
を

園
処
分
す
る
場
合
に
は
、

収
集
運
搬
費
や
処
分
費
、

園
で
の
保
管
方
法
な
ど
整

理
す
べ
き
課
題
が
あ
り
ま

す
。

問　

園
児
の
体
調
管
理
の

方
法
は
、
お
む
つ
を
見
る

こ
と
以
外
で
も
可
能
で
は

な
い
か
。

答　

従
来
の
考
え
方
と
し

て
、
保
護
者
に
量
や
頻
度

を
確
認
し
て
も
ら
う
意
味

合
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、

現
状
の
伝
達
方
法
は
、
園

で
の
健
康
観
察
に
つ
い
て
、

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
保

護
者
と
の
連
絡
ツ
ー
ル
や

口
頭
に
よ
り
行
っ
て
い
ま

す
。

問　

県
に
お
け
る
、
お
む

つ
の
持
ち
帰
り
率
は
全
国

ワ
ー
ス
ト
１
の
89
％
と
な

っ
て
い
る
が
、
園
内
処
理

を
す
る
自
治
体
が
増
え
て

い
る
中
で
の
本
市
の
考
え

方
は
ど
う
か
。

答　

市
で
は
、
感
染
症
予

防
や
、
保
護
者
お
よ
び
保

育
士
等
の
負
担
軽
減
の
観

点
、
共
働
き
家
庭
の
増
加

に
よ
る
保
護
者
の
就
労
形

態
の
変
化
な
ど
多
様
化
す

る
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
引
き
続
き
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

問　

お
む
つ
の
園
内
処
理

に
か
か
る
経
費
は
ど
の
よ

う
に
試
算
さ
れ
て
い
る
の

か
。

　

ま
た
、
全
国
の
市
町
で

は
「
コ
ロ
ナ
対
策
交
付
金
」

を
活
用
し
て
園
内
処
理
を

し
て
い
る
が
、
本
市
で
も

活
用
で
き
な
い
か
。

答　

具
体
的
な
経
費
は
、

県
内
の
実
施
事
例
を
参
考

に
し
ま
す
と
、
乳
児
40
人

程
度
の
規
模
の
園
で
ご
み

箱
等
の
備
品
な
ど
の
初
期

投
資
が
約
25
万
円
、
収
集

運
搬
や
処
分
に
係
る
経
常

的
な
経
費
が
年
間
20
万
円

程
度
と
聞
い
て
い
ま
す
。

農
作
業
で
の
死
亡
事
故

撲
滅
す
る
対
策
は

問　

本
年
11
月
に
市
内
で
、

農
作
業
に
よ
る
悲
惨
な
死

亡
事
故
が
起
き
て
し
ま
っ

た
。

　

昨
年
の
春
に
は
、
ト
ラ

ク
タ
ー
の
転
倒
に
よ
る
死

亡
事
故
が
起
き
、
安
全
対

策
の
徹
底
を
呼
び
か
け
た

ば
か
り
だ
。

　

今
回
の
事
故
の
原
因
と

事
故
防
止
の
対
策
は
ど
う

か
。

答　

こ
の
事
故
の
原
因
は

警
察
で
捜
査
中
で
あ
り
、

詳
し
い
原
因
は
把
握
で
き

て
い
ま
せ
ん
が
、
再
発
防

止
に
向
け
て
伊
吹
山
テ
レ

ビ
、
チ
ラ
シ
や
農
作
業
安

全
研
修
会
の
実
施
な
ど
に

よ
り
、
よ
り
一
層
安
全
作

業
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
啓
発
し
て
い
ま
す
。

問　

事
故
防
止
を
図
る
た

め
に
、
安
全
対
策
協
議
会

を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

答　

現
時
点
で
は
、
農
作

業
安
全
研
修
会
が
広
域
開

催
で
あ
る
た
め
、
参
加
者

が
少
な
い
と
の
指
摘
も
あ

り
ま
す
。
本
年
度
は
、
悲

惨
な
事
故
防
止
や
市
内
か

ら
の
参
加
者
が
少
し
で
も

増
加
す
る
よ
う
、
研
修
会

の
内
容
の
充
実
や
米
原
市

内
で
の
開
催
に
向
け
て
、

湖
北
地
域
農
業
セ
ン
タ
ー

と
調
整
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
協
議
会
に
つ
き
ま
し

て
は
、
設
置
す
る
方
向
で

進
め
て
い
き
ま
す
。

こ
こ
が
知
り
た
い　

・　

聞
き
た
い
Ｑ
＆
Ａ　

一
般
質
問

堀江　一三　議員

おむつの園内処理の開始を早急に!

○認定こども園などでの、おむつの園内処理
○農作業での事故防止の徹底
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こ
こ
が
知
り
た
い　

・　

聞
き
た
い
Ｑ
＆
Ａ　

一
般
質
問

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

　
国
家
構
想
の
具
現
化

問　

市
の
デ
ジ
タ
ル
人
材

の
育
成
・
確
保
は
。

答　

国
が
進
め
る
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
国
家
構
想
の

実
現
に
向
け
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
等
を
活
用
し
た
市
民

の
利
便
性
向
上
や
各
種
事

業
の
簡
素
化
、
効
率
化
お

よ
び
透
明
性
の
向
上
な
ど

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
令
和
３

年
７
月
に
米
原
新
時
代
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
推
進
本
部
を

設
置
し
、
市
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
推
進
方
針
を
策
定
し
ま

し
た
。
こ
の
方
針
で
は
、

目
標
の
一
つ
に
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
活
用
を
支
え
る
人

材
育
成
を
掲
げ
、
３
年
度

か
ら
各
部
署
に
最
低
１
人

の
Ｄ
Ｘ
推
進
員
を
配
置
し
、

研
修
等
を
実
施
し
な
が
ら

情
報
活
用
能
力
の
向
上
、

業
務
へ
の
情
報
技
術
の
浸

透
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
年
度
は
国

の
支
援
も
受
け
て
外
部
人

材
を
任
用
し
、
専
門
的
見

地
か
ら
、
管
理
職
お
よ
び

一
般
職
員
向
け
の
研
修
機

会
を
提
供
す
る
な
ど
、
職

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図

っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
う
し
た
取
り

組
み
の
推
進
に
は
、
十
分

な
能
力
や
経
験
を
持
つ
人

材
の
配
置
が
必
要
と
認
識

し
て
お
り
、
昨
年
度
か
ら

情
報
技
術
職
を
採
用
す
る

な
ど
、
継
続
的
に
デ
ジ
タ

ル
人
材
の
育
成
、
確
保
に

努
め
て
い
ま
す
。

問　

誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
取
り
組
み
は
。

答　

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

さ
ら
な
る
向
上
、
コ
ロ
ナ

禍
で
変
容
し
た
社
会
や
新

た
な
生
活
様
式
に
対
応
し

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

例
え
ば
、
紙
の
書
類
を

市
役
所
窓
口
に
提
出
す
る

と
い
っ
た
行
政
手
続
き
な

ど
を
対
象
に
、
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
申
請
手
続
き
を

可
能
と
す
る
な
ど
、
デ
ジ

タ
ル
化
を
進
め
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
市
役
所
に
来
庁

で
き
な
い
人
や
、
年
齢
、

性
別
、
障
が
い
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
平
等
に
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
ま
す
。

　

併
せ
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
を
対
象
と
し
た
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
を
基

礎
か
ら
学
べ
る
ス
マ
ホ
講

習
会
を
地
域
ご
と
の
学
び

あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
開

催
す
る
な
ど
し
、
デ
ジ
タ

ル
ツ
ー
ル
の
活
用
普
及
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
、
困
っ
て
い
る
人

に
対
す
る
き
め
細
や
か
な

対
応
に
も
力
を
入
れ
、
適

切
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

(

仮
）
長
岡
志
賀
谷
線

道
路
新
設
計
画

問　

計
画
の
進し

ん

捗ち
ょ
く状

況
は
。

答　

鉱
山
事
業
者
と
は
、

市
設
計
の
道
路
形
状
で
山

の
掘
削
を
行
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
や
、
予
定
ル
ー
ト

の
協
議
を
行
い
、
お
お
む

ね
了
承
い
た
だ
き
ま
し
た
。

森
林
法
の
開
発
手
続
き
に

つ
い
て
も
県
と
協
議
を
進

め
、
方
向
性
を
見
い
だ
し

て
い
ま
す
。

問　

今
後
の
取
り
組
み
や

計
画
は
。

答　

現
在
、
平
面
測
量
を

行
っ
て
お
り
、
来
年
度
以

降
に
路
線
測
量
お
よ
び
設

計
業
務
を
行
う
予
定
で
す
。

今
後
、
鉱
山
事
業
者
と
詳

細
に
工
事
の
役
割
分
担
や

道
路
形
状
に
つ
い
て
協
議

を
行
う
と
と
も
に
、
必
要

な
法
手
続
き
に
つ
い
て
関

係
機
関
と
協
議
を
進
め
ま

す
。
設
計
な
ど
の
過
程
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
出
て

く
る
と
は
思
い
ま
す
が
、

早
期
に
工
事
着
手
が
で
き

る
よ
う
努
め
ま
す
。

(仮)長岡志賀谷線新設予定地を臨む（志賀谷地先）

鹿取　和幸　議員

○デジタル田園都市国家構想の具現化について
○(仮)長岡志賀谷線、県道大鹿寺倉線先線
　　　　 (大鹿～長岡)道路新設計画について
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今
季
の
除
雪
対
策

問　

昨
年
度
の
除
雪
対
策

に
お
い
て
、
問
い
合
わ
せ

件
数
と
内
容
か
ら
見
え
て

き
た
反
省
点
に
つ
い
て
伺

う
。

答　

昨
年
度
の
除
雪
作
業

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
な

ど
の
件
数
は
５
３
０
件
で
、

そ
の
多
く
は
除
雪
が
遅
い

と
い
う
内
容
で
し
た
。
反

省
点
と
し
て
は
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
対
し
、
市
内
の

除
雪
状
況
な
ど
の
情
報
提

供
が
十
分
で
な
か
っ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

問　

今
季
の
除
雪
対
策
の

課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

本
年
度
の
除
雪
業
務

に
お
い
て
は
前
年
度
の
反

省
点
を
踏
ま
え
、
除
雪
作

業
に
時
間
を
要
す
る
場
合

な
ど
に
は
、
防
災
ア
プ
リ

で
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

問　

除
雪
作
業
に
時
間
を

要
す
る
場
合
と
い
う
判
断

は
、
何
を
基
準
に
な
さ
れ

る
の
か
。

答　

降
雪
状
況
や
交
通
事

情
、
あ
る
い
は
除
雪
車
の

故
障
な
ど
に
よ
り
通
常
の

除
雪
時
間
よ
り
時
間
を
要

す
る
場
合
で
す
。

問　

各
自
治
会
へ
の
除
雪

燃
料
費
の
補
助
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

昨
年
度
の
記
録
的
な

大
雪
に
際
し
、
各
自
治
会

で
は
除
雪
に
地
域
ぐ
る
み

で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
自

治
会
に
お
い
て
除
雪
機
の

燃
料
費
の
負
担
が
大
き
い

と
判
断
し
、
３
年
度
の
緊

急
的
な
対
応
と
し
て
新
た

に
機
械
除
雪
燃
料
費
補
助

金
制
度
を
設
け
、
全
自
治

会
に
補
助
制
度
を
ご
案
内

し
ま
し
た
。

問　

補
助
金
制
度
の
幅
を

燃
料
費
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
除
雪
代
と
し
て
大
き
な

枠
で
捉
え
る
事
が
可
能
か

伺
う
。

答　

本
年
度
に
つ
い
て
は
、

降
雪
の
状
況
に
よ
り
、
市

と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と

が
で
き
る
か
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

除
雪
が
困
難
な
場
所

に
住
ま
わ
れ
る
高
齢
者
等

へ
の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

市
で
は
、
除
雪
路
線

以
外
の
道
路
除
雪
や
除
雪

が
困
難
な
住
民
に
対
す
る

支
援
と
し
て
、
除
雪
機
械

購
入
補
助
金
や
、
自
治
会

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
交
付

金
制
度
な
ど
を
活
用
し
な

が
ら
、
地
域
に
協
力
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
力
で
除
雪
が

困
難
な
高
齢
者
世
帯
等
の

人
を
対
象
に
降
雪
時
の
安

全
確
保
と
不
安
の
解
消
を

図
る
た
め
、
屋
根
の
雪
下

ろ
し
に
要
す
る
経
費
の
一

部
助
成
や
、
自
治
会
の
自

主
防
災
組
織
等
で
家
屋
周

辺
の
除
雪
を
し
て
い
た
だ

く
人
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
保
険
に
市
が
加

入
す
る
な
ど
の
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。

問　

窓
口
対
応
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

通
常
の
除
雪
対
策
本

部
は
、
ま
ち
保
全
課
が
窓

口
と
し
て
対
応
を
行
っ
て

い
ま
す
。

問　

市
が
選
定
し
た
40
業

者
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

市
の
除
雪
業
務
は
、

市
内
の
40
業
者
に
委
託
し
、

そ
れ
ぞ
れ
割
り
当
て
ら
れ

た
路
線
の
除
雪
作
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。
除
雪
路
線

の
幅
員
の
違
い
や
地
域
に

よ
っ
て
降
雪
量
に
差
が
あ

る
た
め
、
除
雪
路
線
に
対

し
適
切
な
除
雪
車
を
選
定

し
除
雪
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
全
て
の
業
者
間
の

連
携
は
困
難
と
考
え
ま
す

が
、
一
部
の
地
域
で
は
、

自
主
的
に
業
者
間
で
調
整

を
行
い
、
連
携
を
図
っ
て

い
る
例
も
あ
り
ま
す
。

こ
こ
が
知
り
た
い　

・　

聞
き
た
い
Ｑ
＆
Ａ　

一
般
質
問

山口　久志　議員

昨年度の市内における除雪風景

○今季の除雪対策について
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こ
こ
が
知
り
た
い　

・　

聞
き
た
い
Ｑ
＆
Ａ　

一
般
質
問

ま
ち
づ
く
り
会
社
と

市
の
連
携
に
つ
い
て

問　

当
初
、
議
会
特
別
委

員
会
で
、
物
品
販
売
・
飲

食
街
な
ど
の
マ
ル
シ
ェ
構

想
や
ホ
テ
ル
の
立
地
、
ガ

ス
発
電
に
よ
る
新
電
力
会

社
な
ど
信
ぴ
ょ
う
性
の
あ

る
計
画
を
一
般
社
団
法
人

米
原
駅
東
口
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
（
以
下
、
協
議
会
）

は
語
っ
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
ホ
テ
ル
の
規

模
縮
小
、
緑
地
を
確
保
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

都
市
公
園
を
市
で
対
応
せ

よ
、
試
合
の
で
き
な
い
規

模
の
フ
ッ
ト
サ
ル
練
習
場

を
造
る
な
ど
、
お
金
を
生

み
出
さ
な
い
施
設
を
造
る

こ
と
や
評
価
の
高
い
用
地

を
無
駄
に
す
る
な
ど
理
解

し
が
た
い
提
案
を
示
す
よ

う
に
な
っ
た
。

　

議
会
で
の
議
論
内
容
や

意
見
、ま
た
、市
独
自
の
要

望
や
考
え
が
、
協
議
会
に

伝
わ
っ
て
い
た
の
か
。

答　

協
議
会
の
事
務
局
は
、

市
と
み
ず
ほ
銀
行
が
担
い
、

市
が
雇
用
す
る
シ
テ
ィ
マ

ネ
ジ
ャ
ー
が
事
務
局
長
に

選
任
さ
れ
て
い
た
た
め
、

月
１
回
の
理
事
会
お
よ
び

年
１
回
の
社
員
総
会
の
議

論
を
随
時
把
握
す
る
な
ど
、

連
携
と
情
報
共
有
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。

　

議
会
特
別
委
員
会
か
ら

の
ご
指
摘
や
ご
意
見
の
ほ

か
、
市
の
要
望
や
考
え
は
、

協
議
会
の
理
事
会
等
で
共

有
さ
れ
て
い
た
と
の
認
識

で
し
た
が
、
今
日
の
状
況

を
省
み
て
、
改
め
て
確
認

し
た
結
果
、
議
会
か
ら
の

ご
指
摘
や
ご
意
見
が
十
分

に
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た

と
反
省
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を

見
限
っ
た
理
由

に
つ
い
て

問　

市
は
、
令
和
４
年
７

月
中
に
具
体
の
提
案
が
な

い
こ
と
で
協
議
会
か
ら
退

会
す
る
と
発
表
し
た
。そ

れ
ま
で
の
議
会
特
別
委
員

会
で
は
、
協
議
会
を
見
限

る
前
兆
的
な
話
は
全
く
聞

い
て
い
な
い
。

　

ま
た
、議
会
は
、令
和
３

年
秋
の
市
議
会
改
選
ま
で

に
具
体
の
提
案
が
な
い
場

合
、
見
限
る
の
で
は
な
く
、

ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
や
商
社
、

全
国
ゼ
ネ
コ
ン
な
ど
も
加

え
て
、
広
く
提
案
を
募
る

べ
き
で
あ
る
と
指
摘
し
て

い
る
。所
期
の
目
的
達
成

が
難
航
し
て
い
る
か
ら
と

い
っ
て
、
な
ん
ら
方
策
を

尽
く
さ
ず
、
拙
速
に
方
針

転
換
す
る
こ
と
自
体
、
理

解
で
き
な
い
。

　

高
等
専
門
学
校
誘
致
に

か
じ
を
切
り
た
い
が
た
め

に
、
協
議
会
の
提
案
内
容

を
口
実
に
、
見
限
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

答　

米
原
駅
東
口
ま
ち
づ

く
り
事
業
は
、
協
議
が
順

調
に
進
ん
で
い
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
本
年
５
月
、

今
後
の
協
議
継
続
の
可
否

を
政
策
的
に
決
断
す
る
時

期
に
あ
る
と
し
、
計
画
の

見
直
し
等
も
含
め
、
蓋が

い

然ぜ
ん

性
が
あ
る
事
業
計
画
を
本

年
７
月
中
に
提
出
す
る
よ

う
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
開
催
さ
れ
た

定
時
社
員
総
会
の
場
で
、

高
等
専
門
学
校
の
候
補
地

当
選
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

協
議
会
が
基
本
計
画
等
の

作
成
に
費
や
し
た
経
費
の

負
担
を
市
に
求
め
る
旨
の

理
事
会
決
議
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　

市
と
し
て
は
、
協
議
会

か
ら
当
該
土
地
の
具
体
的

な
利
用
申
し
込
み
は
な
く
、

い
ま
だ
蓋が

い

然ぜ
ん

性
の
あ
る
計

画
提
案
が
な
い
中
で
、
一

方
的
な
経
費
負
担
の
要
求

は
誠
に
遺
憾
で
あ
り
、
承

服
で
き
な
い
と
の
意
思
を

表
明
し
、
事
務
局
の
返
上

と
協
議
会
か
ら
の
退
会
を

申
し
出
ま
し
た
。

米原駅東口まちづくり事業用地を臨む

礒谷　晃　議員

○米原駅東口周辺まちづくりについて
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議 会 の 傍 聴
傍聴を希望される方は、当日に米原市役所
本庁舎５階・議会事務局へお越しください。
※新型コロナウイルス感染症対策のため、傍聴席
　の間隔を空けるなどの対策を行っています。

本会議の中継 開会日、一般質問、閉会日の本会議の模様
を伊吹山テレビでご覧いただけます。

本 会 議 の
録 画 配 信

本会議の模様を録画配信しています。

http://www.kensakusystem.jp/maibara-vod/

編
集
後
記

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

次回  令和５年第１回(３月) 定例会の予定
日 月 火 水 木 金 土

2/232/22
開会・
予算委員会

【開会予定時刻】　
　開会日：10:00、一般質問・委員会：9:30、
　※日程・時間は、変更する場合があります。

【開会予定時刻】　
　閉会日：10:15
　※日程・時間は、変更
　　する場合があります。

2/24 2/25

2/26 2/27 2/28 

代表質問

1
一般質問 一般質問

健康福祉教育
委員会・
予算分科会

健康福祉教育
委員会・
予算分科会

健康福祉教育
委員会・
予算分科会

2 3 4

5 6 7

総務産業建設
委員会・
予算分科会

総務産業建設
委員会・
予算分科会

総務産業建設
委員会・
予算分科会

総務産業建設
委員会・
予算分科会

総務産業建設
委員会・
予算分科会

予算委員会

8 9  10 11

12 13 14 15 16 17

議会運営
委員会

閉会日

18

19 20 21 22 23

議会の動き
10月

11月

12月

  

１日

６日
７日
８日
９日

13日
14日
15日
16日
21日

22日
23日

第４回定例会【初日】議員全員協議会、
予算常任委員会（全体会）、議会だより編集委員会
第４回定例会【２日目】一般質問
第４回定例会【３日目】一般質問
健康福祉教育常任委員会・予算分科会
健康福祉教育常任委員会・予算分科会
議会デジタル化広聴推進委員会
総務産業建設常任委員会・予算分科会
総務産業建設常任委員会・予算分科会
総務産業建設常任委員会・予算分科会
湖北地域消防組合議会　臨時会
予算常任委員会（全体会）
湖北広域行政事務センター議会　臨時会
議会運営委員会
第４回定例会【最終日】議員全員協議会

委　員　長　鹿取　和幸
副委員長　山口　久志
委　　員　振角　大祐
委　　員　藤田　正雄
委　　員　中川　雅史
委　　員　山本　克巳

 １日
４日
７日
 10日
14日
15日

16日
17日
18日
24日
28日

議会運営委員会
退職手当組合議会　定例会
行政視察受入（千葉県野田市）
第３回臨時会　議員全員協議会、予算常任委員会
第４回県市議会議長会研究会
議会デジタル化広聴推進委員会
行政視察受入（北海道美唄市）
委員会協議会（2常任委員会）
県市議会議長会　第2回議長会議、議長研修会
議会運営委員会、県立米原高等学校生徒会ワークショップ
議員全員協議会
議会運営委員会

６日
８日
11日
12日
13日
　

 14日
19日
25日
26日
27日
28日
30日

行政視察受入（愛知県瀬戸市）
第３回県市議会議長会研究会
総務産業建設常任委員会　行政視察
総務産業建設常任委員会　行政視察
議会だより編集委員会
行政視察受入（山口県議会）
米原駅東口駅前開発特別委員会
委員会協議会（2常任委員会）
長浜・米原市議会連絡協議会 県関係機関との意見交換会
行政視察受入（群馬県太田市）
行政視察受入（神奈川県藤沢市）
会派代表者会議
米原市女性の会との意見交換会

　
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
カ
タ
ー
ル
大
会
が
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

日
本
は
グ
ル
ー
プ
リ
ー
グ
突
破
さ
え
難
し
い
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
い
ざ
始
ま
っ
て
み
る
と
強
豪
の
ド
イ
ツ
と
ス
ペ
イ
ン
に
勝
利

し
グ
ル
ー
プ
１
位
通
過
、
さ
ら
に
、
前
回
大
会
準
優
勝
の
ク
ロ
ア
チ

ア
に
対
し
最
終
Ｐ
Ｋ
に
ま
で
持
ち
込
み
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
惜
敗

し
ベ
ス
ト
８
の
夢
は
途
絶
え
た
も
の
の
、
サ
ッ
カ
ー
で
日
本
中
を
興

奮
の
渦
に
巻
き
込
み
、
わ
れ
わ
れ
に
多
く
の
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま

し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
は
私
た
ち
の
生
活
に
活
力
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
ス
ポ

ー
ツ
を
見
て
感
動
し
た
り
、
自
分
で
取
り
組
む
こ
と
で
元
気
に
な
っ

た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
友
達
を
つ
く
っ
た
り
、
ま
さ
に
無
限
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
市
総
合
計
画
に
お
い
て
は
、
『
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
っ
て
、
人
と
人
、

地
域
と
地
域
が
つ
な
が
る
ま
ち
』
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

２
０
２
５
年
滋
賀
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
も
開
催
予
定
で
す
。
誰
も
が
楽

し
め
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
も
あ
り
ま
す
。
今
か
ら
で
も
遅
く

は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
あ
、
み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
る
ま
ち
へ

と
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
川
雅
史
）
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県との連携強化、これまでの反省と検証を

　米原駅東口まちづくり事業は仕切り直しの展開に

　10月14日に、県立高等専門学校の候補地選定に本市が落選したことを受けて、改めて米原駅
東口周辺まちづくり事業のこれまでの経過と今後の方向性の説明を受けました。
　委員からは、誘致活動における問題点について質問が行われました。また、今後の事業推進にあ
たって、これまでの反省と検証の結果を反映することや、県との連携強化をはかることなどについ
て、質問と指摘が相次ぎました。

米
原
駅
東
口

駅
前
開
発
特
別
委
員
会

環境施策の取り組みは地域ぐるみで

　市民、事業者、行政などが協働して進めていくことが重要

　１０月１１日に長野県飯田市で地球温暖化対策実行計画の取り組
みについて視察しました。飯田市は平成１９年に環境文化都市を宣
言され、平成２０年には内閣府から環境モデル都市に選定されていま
す。環境に配慮する日常活動を、環境を優先する活動へ発展させるた
め、太陽光や小水力発電など、さまざまな取り組みを継続しておられます。本市においても営農型
太陽光発電を中心とした脱炭素の取り組みに着手しており、市民、事業者、行政などが協働して地
域ぐるみで進めていくことの重要性を認識しました。
　１２日には長野県下伊那郡高森町にて共通投票所の取り組みについて視察し、投票率向上の一
つの方法を理解することができました。

2月11日(土)に成果報告会を行います

　米原高等学校生徒会の皆さんとまちの未来について考えています

　11月15日、県立米原高等学校生徒会の皆さんとのワークショップ、市議会からの情報発信、委
員会の生中継・配信等に関する検討事項の協議を行いました。
　12月9日には、11月18日に実施したワークショップ（表紙に記事あり）実施後のアンケート調
査について協議を行いました。アンケートは、2月に実施する成果報告会で扱う政策を選定し、こ
の取り組みについて生徒の皆さんに周知するために実施します。

飯田市の取り組みに学ぶ

議
会
デ
ジ
タ
ル
化

　 

広
聴
推
進
委
員
会

すべての市民が住みよいまちへ

　生活者目線で意見が多く交わされました

　１０月３０日に行われた意見交換会では、市役所の市民活動ス
ペースの活用、障がい者のグループホームが少ない現状、子どもか
らお年寄りまでが集える居場所づくり、トイレのおむつ替えシート
の設置状況など、生活者目線で意見が多く交わされました。ご意見は、今後の施策展開に生かします。

意
見
交
換
会

（
米
原
市
女
性
の
会
）

意見交換会の様子

先
進
地
の
事
例
を
市
政
に
生
か
す

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
　
行
政
視
察
研
修

環境に配慮し、植物油インキを使用しています。 市議会だより   24
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